
特集/気軽に献血、支えるいのち

献血はとっても気軽なボランティア。でも、そのちょっとした善意がきっと誰かのいのちを支えています。(宮山県赤十字血液センターで)

県広報とやま

必込富山県

みんなで応媛2000年国体
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白川ヲ'

二
十
一
世
紀
を

北
東
ア
ジ
ア
の
時
代
に

北
東
ア
ジ
ア
地
域
自
治
体
連
合

実
務
委
員
会

-
北
東
ア
ジ
ア
地
域
自
治
体
連
合
の

第
二
回
実
務
委
員
会
が
七
月
十
四
、

十
五
日
の
両
日
、
富
山
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
、

自
分
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
f

鼓三き
隊じら
のり
練ん
習ぴ
会つ

く

向
け

田
来
年
十
月
末
に
開
催
さ
れ
る
「
き

ら
り
ん
び
っ
く
富
山
」
に
向
け
た
鼓
隊

の
練
習
が
は
じ
ま
り
、
八
月
三
日
に

は
、
富
山
ろ
う
学
校
と
高
岡
ろ
う
学

校
の
児
童
、
生
徒
約
五
十
名
が
参
加

し
て
合
同
練
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

0

.
練
習
は
、
耳
の
不
自
由
な
子
ど
も

達
の
た
め
の
特
別
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ

り
進
め
ら
れ
、
一
定
の
テ
ン
ポ
に
合
わ

せ
て
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
叩
く
基
礎
練
習
か

ら
、
足
踏
み
を
し
な
が
ら
の
リ
ズ
ム
打

ち
、
パ
ト
別
の
練
習
へ
と
続
き
、
最

こ
の
自
治
体
連
合

と
は
、
北
東
ア
ジ
ア
地

引
域
の
自
治
体
の
交
流

蹴
協
力
促
進
を
目
的
と

控
一
し
て
三
年
前
に
設
立

勾
付
さ
れ
た
も
の
で
、
昨

川
村
年
十
月
よ
り
富
山
県

む
が
議
長
県
を
務
め
て

け
飢
い
ま
す
。

今
回
の
実
務
委
員
会
に
は
、
中
園
、

日
本
、
モ
ン
ゴ
ル
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
の

五
ヵ
国
二
十
三
自
治
体
か
ら
代
表
約

八
十
名
が
出
席
。
昨
年
富
山
市
で
開

催
さ
れ
た
北
東
ア
ジ
ア
地
域
自
治
体
会

議
で
設
置
さ
れ
た
経
済
・
通
商
、
文

化
交
流
、
環
境
、
防
災
、
一
般
交
流

の
五
つ
の
分
科
委
員
会
か
ら
活
動
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
富
山
市

に
あ
る
(
財
)
環
日
本
海
環
境
協
力

セ
ン
タ
ー
な
ど
四
ヵ
国
二
十
九
の
機
関

が
自
治
体
連
合
の
諸
活
動
に
対
す
る

後
は
、
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
な
ど
実
際
の
楽

器
を
使
っ
て
合
奏
。
生
徒
ら
は
太
鼓

の
振
動
を
身
体
全
体
で
感
じ
取
り
な
が

ら
、
ま
わ
り
の
生
徒
達
と
テ
ン
ポ
を
合

わ
せ
て
い
ま
し
た
。

-
気
温
三
十
五
度
を
超
え
る
猛
暑
の

な
か
、
ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
、
一
生

懸
命
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

に
取
り
組
む
姿
は
、
「
自
分
に
チ
ャ
レ

ン
ジ

f
あ
し
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
グ
」
と

い
う
、
き
ら
り
ん
び
っ
く
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
そ
の
も
の
で
し
た
。

-
問
合
せ

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
室

8
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7
6
(
4
4
4
)
8
6
1
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月au 

お
手
伝
い
し
ま
す

在
宅
介
護

ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ

l
の
日

-
今
年
か
ら
、
八
月
十
日
が
「
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ

l
の
日
」
に
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
八
月
十
日
が
「
ハ

l
卜

の
日
」
と
読
め
る
こ
と
か
ら
、
県
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
l
協
議
会
や
県
な
ど
が
、
福

祉
の
心
を
持
っ
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

養
成
し
、
そ
の
利
用
を
呼
び
か
け
よ
う

と
、
全
国
に
先
駆
け
て
制
定
し
た
も

の
で
す
。

日本海側初の市電、
富山電気軌道が開業。

大正2年9月1日(月)

1913 

支
援
機
関
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た

0

.
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
を
北
東
ア

ジ
ア
の
時
代
と
と
ら
え
、
「
北
東
ア
ジ

ア
経
済
圏
」
「
北
東
ア
ジ
ア
交
流
圏
」

を
形
成
し
よ
う
と
い
う
同
連
合
の
今
後

の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

-
問
合
せ
県
庁
日
本
海
政
策
課

8
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)
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ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
l
は
、
高
齢
化
が
進

む
中
、
在
宅
福
祉
を
支
え
る
存
在
と

し
て
役
割
を
増
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
本
県
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
l
の

利
用
率
が
他
県
に
比
べ
て
低
い
の
が
現

状
で
す
。

置
八
月
七
日
と
十
日
の
両
日
に
は
、
県

内
四
十
六
箇
所
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展

開
さ
れ
、
ホ
ー
ム
へ
ル
パ

l
ら
約
三
百

人
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
利
用
方

法
を
説
明
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を

配
布
し
て

P
R
し
ま
し
た
。

この日、寓山県主催の 1府 8県連合共進会

が閉幕、これに合わせて富山駅前~共進会

場前(現:小泉町)問など2路線 5.9キロの

市内電車が営業を開始した。共進会とは

産業博覧会のことで、最新の工業製品が出

展されたほか、夜には会場じゅうが美しい

イルミネーションで彩られた。市電は、時代

の最先端を行くイベントに人々を誘う乗

り物としてさっそうと登場したのである。

その後、県内では水力発電を利用 して工業

化が進み、大正10年には工業生産額が農

業生産額を上回るようになる。街の新し

p音となった市電の響きは、工業立県へ向

けた力強い響きでもあった。

県広報と哲彦 1999.9・ 1

5ヵ国 23自治体が参加した実務委員会

本箆は古紙100%0.::再生紙を使用しています。

対
策
と
し
て
は
、
延

長
保
育
な
ど
だ
け
で

は
な
く
、
男
性
の
働

一↑
き
方
を
変
え
る
な
ど

ヒ
の
意
識
改
革
が
不
可

一鰍
欠
」
、
「
老
人
福
祉
に

圃
叫
つ
い
て
は
、
施
設
整

五
備
に
加
え
て
、
介
護

}
見品意

す
る
側
の
対
応
な
ど

ソ
フ
ト
面
の
充
実
も
重
要
」
、
つ
ご
み
処

理
問
題
に
は
、
市
町
村
の
枠
を
超
え

た
エ
リ
ア
で
の
対
策
が
必
要
」
な
ど
、

幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
意
見
古
山
さ
れ

ま
し
た
。

円
県
で
は
今
後
、
こ
の
よ
う
な
懇
談

会
を
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
開

催
し
、
県
民
参
加
の
行
政
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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月ヲ'

県
民
参
加
に
よ
る

県
づ
く
り

県
政
モ
ニ
タ
ー
懇
談
会

県
政
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
と
県
が
、

県
の
重
要
施
策
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

す
る
県
政
モ
ニ
タ
ー
懇
談
会
が
、
七

月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

E

今
回
の
懇
談
会
は
、
現
在
県
が
策

定
を
進
め
て
い
る
、
新
し
い
総
合
計

画
を
テ
ー
マ
に
聞
か
れ
た
も
の
で
、
県

政
モ
ニ
タ
ー
約
百
名
が
出
席
。
県
の

担
当
者
に
よ
る
、
説
明
の
後
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
政
モ
ニ
タ
ー
か
ら
は
、
「
少
子
化

来
年
四
月
か
ら
は
介
護
保
険
制
度

が
は
じ
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
お
リ
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
一
層
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
県
ホ
ー
ム
へ
ル
パ
|

協
議
会
と
県
で
は
、
今
後
と
も
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
や
利
用
促
進
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
の
日
」
の
制
定
と
普
及
を
全
国
に

向
け
て
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

-
問
合
せ
県
庁
高
齢
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ホームヘルプサービスの利用をPR

置
来
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護
保
険
制
度
の
「
要
介
護
認

定
」
の
申
請
受
付
が
、
十
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

U
要
介
護
認
定
は
、
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
で
、
「
介
護
が
必
要
な
状
態
か
ど
う
か
」

「
介
護
の
必
要
度
は
ど
の
程
度
か
」
に
つ
い
て
、
介
護
保
険
制
度
の

運
営
主
体
と
な
る
保
険
者
(
市
町
村
等
)
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

面
認
定
は
、
市
町
村
職
員
や
介
護
支
援
専
門
員
(
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
)
に
よ
る
訪
問
調
査
や
、
主
治
医
の
意
見
書
な
ど
に
基
づ
き
、
介

護
認
定
審
査
会
(
保
健
・
医
療

・
福
祉
の
学
識
経
験
者
で
構
成
)

の
審
査
判
定
を
経
て
行
わ
れ
ま
す
。

回
要
介
護
認
定
の
申
請
は
、
本
人
や
家
族
の
ほ
か
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
の
い
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
や
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
な

ど
介
護
保
険
施
設
に
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

-
な
お
、
現
在
す
で
に
自
宅
や
施
設
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
る
方
に
つ
い
て
も
、
要
介
護
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

-
申
請
手
続
き
な
ど
、
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、

最
寄
り
の
市
町
村
の
介
護
保
険
担
当
窓
口
ま
で

2 ・ 県広報と~ま 1999 . 9
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特集1
世
代
を
超
え
た
協
力
を

少
子
高
齢
時
代
の
医
療
を
支
え
る
た
め
に

た
の
が
、
六
十
九
歳
ま
で
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

献
血
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
国
民
全
体
の

理
解
と
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
テ
l
マ
な

の
で
す
。

特集 気軽に献血、 支えるいのち

現
在
、
輸
血
を
受
け
る
人
の
約
七
六
%
を

五
十
歳
以
上
の
年
代
が
占
め
る
一
方
、
献
血

者
の
約
四
五
%
は
十
六
歳
か
ら
二
十
九
歳
ま

で
の
若
年
層
と
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
の
少

子
高
齢
化
は
、
輸
血
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

が
増
加
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
献
血
の
中

核
を
担
う
若
年
層
、
が
減
少
し
て
い
く
と
と
を

意
味
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
深
刻
な
血
液

不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
の

は
、
ま
ず
、
若
年
層
の
献
血
率
を
よ
り

一
層

向
上
さ
せ
る
乙
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
若
い

人
達
に
、
献
血
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、

気
軽
に
献
血
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
平
成
八
年
、
富
山
駅
前
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
マ
リ
エ
と
や
ま
」
に
開

設
さ
れ
た
「
マ
リ
エ
献
血
ル

l
ム
」
は
、
そ

の
よ
う
な
施
策
の

一
つ
で
す
。
駅
前
と
い
う

便
利
な
場
所
に
あ
り
、
通
勤
・
通
学

・
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
つ
い
で
に
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
こ
と
か
ら
、
若
い
人
を
中
心
に
献
血
者

が
多
く
、
今
で
は
、
県
内
の
献
血
者
全
体
の

四
分
の

一
近
く
が
こ
こ
で
献
血
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
は
、
若
い

人
た
ち
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、
元
気
な
高

齢
者
の
パ
ワ
ー
を
積
極
的
に
社
会
に
生
か
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
こ
の
こ
と
は
献

血
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

年
四
月
に
は
献
血
年
齢
が
延
長
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
六
十
四
歳
ま
で
し
か
献
血
で
き
な
か
っ

昭和40年 (1鈍S年)

昭和49年 (1974年)

昭和弱年 (1鈍O年)

ごろ

昭和例年 (19鈍年)

平成 8年(叩鎚年)

平成11年 (1999年)

四
O
O札
献
血
、

へ
の
協
力
を

医
療
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に

成
分
献
血

輸
血
医
療
の
歴
史
は
、
副
作
用
と
の
闘
い

の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。

人
間
の
身
体
に
は
、
体
内
に
侵
入
し
た
異

物
に
激
し
く
抵
抗
す
る
「
免
疫
」
と
い
う
機
能

が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
命
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
機
能
で
す
が
、
輸

日本赤十字社の血液銀行がスター卜

買血による輸血後肝炎が社会問題化(黄色し1

血追政キャンペーン)

政府が、輸血用血液を献血により確保するこ

とをめざすと閣議決定

富山県赤十字血液センター開設

輸血用血液の献血100%体制が確立

成分輸血が普及し、各成分に分けた輸血用血

液の需要が増加

400mL献血、成分献血がスタ ト

富山駅前にマυ工献血ルーム開設

献血年齢のよ隈を69歳に引き上げ

血液事業のあゆみ

昭和27年(1952年)

昭和37年(1962年)

昭和39年 (19斜年)

支えるいのち
私たちが生命を維持していくために欠かせない血液は、科学が

進歩した現代でも、人工的に造ることができません。献血は、

この血液を確保して、いのちを支えるために生み出された善意

のしくみ。7月には、皇太子ご夫妻をお迎えして、献血運動推

進全国大会が富山で開催されました。今月の特集では、献血に

ついて考えてみましょう。

血
さ
れ
た
血
液
に
対
し
て
も
異
物
と
し
て
反

応
し
、
副
作
用
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
輸
血

の
際
に
患
者
と
同
じ
血
液
型

(
A
B
O
型、

R
h
型
)
の
血
液
を
使
う
の
は
こ
の
た
め
で

す
が
、
こ
れ
以
外
に
も
血
液
に
は

一
人
ひ
と

り
で
微
妙
な
条
件
の
遠
い
が
あ
り
、
ど
う
し

て
皇
制
作
用
の
危
険
が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。
輸

血
と
い
う
医
療
行
為
は
、
現
在
の
技
術
を
も

っ
て
し
で
も

一
O

O
%
安
全
と
は
言
い
切
れ

ま
せ
ん
。

ま
た
、
副
作
用
だ
け
で
な
く
、
肝
炎
や
エ

イ
ズ
な
ど
の
ウ
ィ
ル
ス
感
染
も
防
止
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

少
し
で
£
副
作
用
や
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
危
険

性
を
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、

一
人
の
患
者

に
輸
血
す
る
血
液
の
提
供
者
(
献
血
者
)
を
で

血

赤血球

血小板

全

献血方法と使い道

医
療
を
支
え
る
、
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善
意
の
献
血

我
が
国
の
血
液
事
業
は
、
戦
後
間
も
な
い

頃
、
買
血
に
よ
る
民
間
血
液
銀
行
と
、
献
血

主
体
の

H
本
赤
十
字
社
が
並
列
す
る
形
で
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
や
が
て
、
買
血
に
よ
る
輸

血
か
ら
の
血
清
肝
炎
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
黄

色
い
血
」
と
い
わ
れ
る
社
会
問
題
が
発
生
。

こ
の
た
め
政
府
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
「
輸

血
用
血
液
は
献
血
に
よ
り
確
保
す
る
こ
と
を

め
ざ
す
」
と
閣
議
決
定
を
行
い
、
そ
の
後
、
民

間
血
液
銀
行
は
買
血
に
よ
る
輸
血
用
血
液
の

供
給
を
中
止
、
昭
和
四
十
九
年
に
は
す
べ
て

の
輸
血
用
血
液
が
献
血
で
賄
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
二
十
五
年
。
現
在
の
輸
血
医
療

は
、
全
国
で
六

一
四
万
人
、
県
内
で
六
万
三

千
人
に
の
ぼ
る
献
血
者
の
善
意
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
、
多
く
の
尊
い
命
が
救
わ
れ
て
い
ま

す
。た

だ
、
血
液
の
需
要
は
、
医
療
技
術
の
進

歩
に
伴
っ
て
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
近
年
は
、
血
液
の
安
全
性
へ
の
配
慮
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

医
療
に
必
要
な
血
液
を
将
来
に
わ
た
っ
て

安
定
的
に
そ
し
て
安
全
に
確
保
し
て
い
く
た

め
に
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
、
献
血
に
対

す
る
理
解
と
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

四

O
O
叫
献
血
と
成
分
献
血
は
、
昭
和
六
十

一
年
に
始
ま

っ
た
新
し
い
献
血
方
法
で
す
が
、

現
在
で
は
献
血
全
体
の
そ
れ
ぞ
れ
四
四
%
と
ニ

五

%
、
あ
わ
せ
て
約
七
割
を
占
め
て
お
り
、
主

な
献
血
方
法
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

仁コ200mL
亡コ400mL

成分献血
r-ー 「ーーー 四一ー 一 「叩園前 rーー 「同- 開閉ーー 戸司...， r-司切 開閉園園 開閉・・， r・園田

一 一

一 ト一一

トー

一
一

十一 h F同一

トーー r--t-- 炉開司 r--
一 r-同

「ー「

平
成
叩
年

平
成
9
年

平
成
8
年

平
成
7
年

平
成
6
年

平
成
5
年

平
成
4
年

平
成
3
年

平
成
2
年

平
成
元
年

昭
和
白
年

昭
和
位
年

昭
和
引
年

内

υ

献血方法別の献血者数の推移

% 

80 

60 

40 

20 
献血の方法は、「全血献血」と「成分献血」に大きく分類されます。

全血献血は、血液中のすべての成分を献血するもので、採取量によ

って、①200mL献血と、 ②400mL時91G弓J22怒ります。一方、

③成分献血は、血液中の特定の成分(血類、血小板、またはその両

方)だけを取り出す方法です。
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祭

|血紫分画製剤 |

血



特集 気軽に献血、支えるいのち

き
る
だ
け
少
人
数
に
抑
え
る
こ
と
が
近
道
で

す
。
四

0
0叫
献
血
や
成
分
献
血
は
、
こ
の

よ
う
な
視
点
か
ら
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
あ
る
患
者
に
八

O
O札
の
血
液

を
輸
血
す
る
と
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
を
二

0

0
叫
献
血
(
全
血
献
血
)
で
賄
お
う
と
す
る

と
四
人
の
献
血
が
必
要
で
す
が
、
四

O
O札

献
血
(
同
)
な
ら
ば
二
人
で
足
り
ま
す
。
ま
た
、

血
小
板
だ
け
を
二

0
0叫
輸
血
し
ょ
う
と
す

る
場
合
、

二

O
O叫
献
血
(
同
)
で
は
十
人

の
献
血
が
必
要
で
す
が
、
成
分
献
血
で
血
小

板
だ
け
を
取
り
出
せ
ば

一
人
で
足
り
ま
す
。

け
っ
し
よ
う
ぶ
ん
か
く
ぜ
い
ざ
い

め
ざ
せ
、
血
祭
分
画
製
剤
の

圏
内
自
給

輸
入
に
頼
ら
な
い
医
療
の
た
め
に

献
血
を
め
ぐ
る
も
う

一
つ
の
課
題
は
、
血

業
分
画
製
剤
の
圏
内
自
給
で
す
。

血
柴
分
画
製
剤
と
は
、
血
液
中
の
血
時
架
か

ら
タ
ン
パ
ク
質
を
抽
出

・
精
製
し
た
も
の
で
、

血
友
病
や
肝
臓
病
な
ど
の
治
療
に
使
用
さ
れ

ま
す
。
我
が
国
で
は
現
在
、
輸
血
用
血
液
の

す
べ
て
を
国
内
の
献
血
で
賄
っ
て
い
ま
す
が
、

血
築
分
画
製
剤
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
く
を

輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

W
H
O
(世
界
保
健
機
関
)
は
、

一
九
七
五

年
に

「自
国
で
必
要
と
す
る
血
液
は
、
そ
の

国
で
自
給
自
足
す
べ
き
で
あ
る
」
と
勧
告
し

ま
し
た
。
血
紫
分
画
製
剤
の
国
内
自
給
は
、

国
際
道
義
の
観
点
か
ら
み
て
も
、
ぜ
ひ
と
も

達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
目
標
で
す
。

た
だ
、
現
在
の
献
血
比
率
(
二

O
O札
献

私
た
ち
も
気
軽
に

献
血
し
て
い
ま
す
。

川 上 淳花さん(表紙の人)

黒部市 21歳献血歴16回

私
が
献
血
す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

学
生
時
代
に
た
ま
た
ま
献
血
パ
ス
を
見
か
け
た

こ
と
。
現
在
は
、
成
分
献
血
事
中
心
に
毎
月
一

j
二
回
協
力
し
て
い
ま
す
。
献
血
は
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
な
ど
の
検
査
結
果
を
自
分
の
健
康

管
理
に
役
立
て
る
こ
と
か
で
キ
る
な
り
い
い
で
す

ね
。
目
標
は
、
結
婚
ま
で
に
献
血
一

O
O回
目

を
達
成
す
る
こ
と
か
な
。

血
、
四

O
O
札
献
血
、
成
分
献
血
の
割
合
)

の
ま
ま
国
内
自
給
存
」
達
成
し
よ
う
と
す
る
と
、

年
間
の
献
血
者
数
を
現
在
の
六

一
四
万
人
か

ら、

一
0
0
0万
人
に
ま
で
増
や
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大

変
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
成
分
献
血
が
中
心
に
な
れ
ば
決

し
て
不
可
能
な
数
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
血
業
分
画
製
剤
の
原
料
と
な
る
血
祭

を

一
リ
ッ
ト
ル
確
保
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

二

0
0叫
献
血
(
全
血
献
血
)
で
は
十
二
人
の
献

血
が
必
要
で
す
が
、
成
分
献
血
で
血
紫
だ
け

を
取
り
出
せ
ば
二
人
で
足
り
ま
す
。

全血
2.0% 

富山県内で献血された
血液の利用状況

(平成 10年度)

畑
一
切
川

市
協
和
犯

マリエ献血ルーム

マ
リ
エ
献
血
ル
l
ム
と
富
山
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り
献
血
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-
マ
リ
工
献
血
ル
ー
ム

(富
山
駅
前
マ
リ
工
と
や
ま
6
階
)

受

付

日

/
月
曜
日
表
際
く
毎
日

(マ
リ
工
の
休

館
目
、
年
末
年
始
除
く
)

受
付
時
間
/
午
前
川
時
j
午
後
O
時
叩
分

午
後
2
時
1
午
後
6
時

※
成
分
献
血
の
受
付
は
、
そ
れ
ぞ
れ
加
分
前
に
終

7

2
0
7
6
(4
4
5
)4
5
0
0
 

A
V
富
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

(富
山
市
飯
野
2
6
E1
)

受

付

日

/
月
曜
日
と
木
曜
日

(祝
日
除
く
)

受
付
時
間
/
午
前
9
時
j
午
後
4
時
何
分

※
成
分
献
血
盟
又
付
は
、
午
後
3
時
叩
分
ま
で

8
0
7
6
(4
5
1
)5
5
5
5
 

浮越勉さん

立山町 65歳献血歴76回

今
年
二
月
に
む
庁
え
た
穴
十
五
歳
@
誕
生
日
、

も
「
献
血
で
き
な
い
の
か
と
少
々
六
び
し
か
っ
た

の
で
す
が
、
四
月
か
ら
献
血
年
齢
が
引
キ
半
ム
げ

ら
れ
、
あ
と
五
年
間
献
血
で
き
る
よ
う
に
芯
り

ま
し
た
。
献
血
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
自
分
が
社

会
役
伎
に
立
っ
て
る
ん
た
と
実
感
で
ま

e
k定

夫
患
い
ま
す
。
哀
に
志
伝
右
い
人
に
は
負
け
ま
せ

ん
よ
。

「成分献血に協力をjと語る村井さん

成
分
献
血
が
輸
血
医
療
の

未
来
を
拓
く

「成
分
献
血
は
、

①
少
子
高
齢
時
代
の
血
液

確
保
、

②
血
液
の
安
全
性
向
上
、

③
血
時
間
水
分

画
製
剤
の
国
内
自
給
と
い
う
三
つ
の
課
題
す

べ
て
に
対
す
る
処
方
婆
な
ん
で
す
」
と
語
る

の
は
、
富
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
村

井
さ
ん
。

「輸
血
と
い
う
と
、
献
血
し
た
血
液
の
成
分

を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
が
ち

ぜ
ん
け
つ

で
す
。
確
か
に
背
は
そ
の
よ
う
な
全
血
輸
血

が
主
流
で
し
た
が
、
現
在
そ
の
割
合
は
わ
ず

か
二
%
。
ほ
と
ん
ど
は
、
献
血
さ
れ
た
血
液

を
遠
心
分
離
器
に
か
け
て
、
赤
血
球
、
血

業
、
血
小
板
な
ど
に
分
け
、
患
者
が
必
要
と

す
る
も
の
だ
け
を
輸
血
す
る
成
分
輸
血
と
い

う
方
法
を
と

っ
て
い
ま
す
。
輸
血
が

『成
分

輸
血
」
な
ら
ば
、
献
血
も

『成
分
献
血
』
に

す
る
方
が
効
率
的
で
す
よ
ね
。
そ
れ
に
、
、
成

分
献
血
は
、

一
人
の
患
者
に
対
す
る
血
液
提

供
者
の
数
が
少
な
く
て
す
む
の
で
輸
血
の
際

の
安
全
性
が
高
く
な
り
ま
す
し
、
必
要
な
成

分
だ
け
を
採
取
で
き
る
の
で
血
祭
分
画
製
剤

の
国
内
自
給
率
向
上
に
も
役
立
ち
ま
す
」
。

村
井
さ
ん
は
、
今
ま
で
献
血
を
し
た
こ
と

が
な
い
と
い
う
人
も
、
気
軽
に
献
血
の
輪
に

加
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「献
血
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
ソ
フ
ト
ド

リ
ン
ク
の
サ
ー
ビ
ス
や
、
献
血
回
数
に
応
じ

て
記
念
品
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
献
血
の
際
に
行
う
向
液
検
査
は
自
分
の

健
康
管
理
に
も
役
立
ち
ま
す
」。

し
か
し
何
と
い
っ
て
も
、
献
血
は
最
も
気

軽
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

D

い
ち
ば
ん
の
メ
リ

ッ

ト
は
、
人
に
役
立
て
る
と
い
う
満
足
感
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

「献
血
の
輪
が
広
が

っ
て
、

一
人
で

も
多
く
の
方
に
、
、
い
の
ち
を
支
え

る
よ
ろ
こ
び
存
』
感
じ
て
い
た
だ
け
た

ら
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
ね
」。
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血液の安全性を確保するため、富山県赤十字血液
センターでは、厳しい検査カf行われています。

-
特
集
に
つ
い
て
の
問
合
せ

県
庁
薬
務
食
品
課
ま
で

包

0
7
6
(
4
4
4
)3
2
3
3

削

0
7
6
(4
4
4
)3
4
9
8

『

r
迂
思
見
は
、

皇
太
子
ご
夫
妻
を
お
迎
え
し
て
、
第
三
十
五
回
献
血
運
動
推
進
全
国
大
会

献
血
思
想
の
普
及
を
目
的
と
す
る
第
三

十
五
回
献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
は
、
日

本
赤
卜
字
社
名
誉
副
総
裁
の
皇
太
子
ご
犬

妻
を
お
迎
え
し
て
、
七
月
二
十
二
日
、
富

山
市
芸
術
文
化
ホ
l
ル
(
オ
ー
バ
ー
ド
ホ

ー
ル
)
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
全
国
の
血
液
事
業
関
係
者

ら
二
千
人
が
参
加
。
日
本
赤
十
字
社
の
藤

森
社
長
の
あ
い
さ
つ
や
、
富
山
県
の
中
沖

知
事
の
歓
迎
の
こ
と
ば
な
ど
に
続
い
て
、
献

血
に
取
り
組
ん
で
き
た
企
業
団
体
等
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

皇
太
子
殿
下
が

「少
子
化
、
高

齢
化
が
進
展
す
る
状
況
の
中
で
は
、
若
い

人
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
凶
民
全
体
に
広
く

献
血
に
対
す
る
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。
富
山
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
を
契
機
に
、
献
血
推
進
運
動
の

輪
が
、
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
行
く
こ
と
を
希

望
し
ま
す
」
と
お
言
葉
手
通
べ
ら
れ
、
出
席

者
は
、
献
血
を
全
国
的
な
国
民
運
動
と
し

て
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

お言葉を述べられる皇太子殿下

な
お
、
皇
太
子
ご
夫
妻
は
、
七
月
二
十

日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
三
日
間
県
内

に
滞
在
さ
れ
、
富
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
、

富
山
赤
十
字
病
院
、
富
山
県
水
墨

美
術
館
、
富
山
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
生

活
工
学
研
究
所
(
福
野
町
)
な
ど
を
ご
視

察
。
各
視
察
先
に
は
、
大
勢
の
県
民
が
歓

迎
に
詰
め
か
け
、
ご
夫
妻
も
、
あ
た
た
か
い

笑
顔
で
こ
た
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

h.. . 圏l--"';''' ¥守 ノ

宮山県工業技術センタ一生活工学研究所を
ご視察.. '} 

d〆-z :¥
県民の歓迎に手を振っておこたえになる
両殿下 (富山県水墨美術館)

6・ 県広報と哲彦 1999.9
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ωE  UP…一方分権 | 

みんなで育てる
地方分権

地
方
分
権
を
進
め
る
た
め
の
、
い
わ
ゆ
る
地

方
分
権
一
括
法
が
、
去
る
七
月
八
日
に
成
立

し
ま
し
た
。
(
施
行
は
平
成
十
二
年
四
月
一
日
)

本
県
で
は
、
か
ね
て
か
ら
、
「
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
必
要
な
権
限
は
、
本
来
、
住
民
に

近
い
地
方
に
集
中
し
て
あ
る
べ
き
で
あ
る
」

と
い
う
意
昧
で
「
地
方
集
権
」
と
い
う
考
え

方
を
全
国
に
向
け
て
提
唱
し
、
地
方
分
権
の

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
運
営
の
あ
り
方
を

研
究
し
て
い
ま
す
。

明
治
維
新
、
戦
後
改
革
に
次
ぐ
第
三
の
改
革

と
も
い
わ
れ
る
地
方
分
権
。
と
れ
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

地
方
分
権

括
法
の
意
義
は
つ
・

地
方
分
権

一
括
法
の
主
眼
は
、
単
純
に
固
か

ら
地
方

へ
仕
事
を
移
す
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
と
も
と
我
が
国
で
は
、
国
民
生
活
に
関
わ
る

行
政
の
仕
事
の
八
割
が
地
方
で
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
か
ら
、
国
か
ら
地
方
へ
新
た
に
仕
事
を
移

す
余
地
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
す
。

む
し
ろ
、
こ
う
し
た
仕
事
を
行
う
に
あ
た
っ
て

の
決
定
権

・
判
断
権
が
固
か
ら
地
方
に
移
さ
れ
、

国
が
関
与
す
る
余
地
が
大
き
く
制
限
さ
れ
た
と

言
う
方
が
正
確
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

困
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
「
通
達
」
で
地
方

を
指
揮
監
督
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
各
地
方
公
共
団
体
は
独
自
色
を
出
し
な
が

ら
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

る

、対等・協力の関係へ

、地域の実情に

ぽ.

地
方
分
権
っ
て
何
?

日
本
で
は
、
明
治
以
来
、
県
と
市

町
村
の
仕
事
の
多
く
が
、
国
の
定
め

る
方
針
や
計
画
の
枠
組
み
の
中
で
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
中
央
集
権

型
シ
ス
テ
ム
は
、
急
速
な
近
代
化
や
、

公
平
な
経
済
発
展
を
達
成
す
る
な
ど

大
き
な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
が
、

一
方

で
は
、
全
国
で
画

一
の
行
政
と
な
り
、

地
域
の
実
情
や
特
色
、
住
民
ニ

l
ズ

は
軽
視
さ
れ
が
ち
で
し
た
。

地
方
分
権
は
、
こ
の
よ
う
な
中
央

集
権
型
シ
ス
テ
ム
を
見
直
し
、
地
方

の
こ
と
は
地
方
自
ら
が
決
め
、
実
行

し
て
い
こ
う
と
い
、
?
も
の
で
す
。

地
方
分
権
の
効
果
は
?

地
方
分
権
が
進
む
と
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
、
住
民
自
ら
が
自
分
た
ち
の

地
域
の
こ
と
を
考
え
、
そ
れ
を
地
域
づ

く
り
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
自
主

性

・
自
立
性
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
固
か
ら
地
方
へ
の
関
与

や
、
地
方
か
ら
国
へ
の
諸
手
続
き
が

必
要
最
小
限
の
も
の
と
な
る
た
め
、
地

方
自
治
体
の
事
務
の
労
力
や
経
費
が

節
減
さ
れ
ま
す
し
、
住
民
に
と
っ
て
も

手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
ま
す
。

•• 
地域や暮らしが変わる

・住民の自己決定権の実現

・住民の政治参加が高まり、

真の地方自治が確立

|自治 事 務 |基本的に、地方自治体が処理すべき事務
例:鶴市計画の決定、飲食庖営業の許可、病院・察局の開段許可

|法定受託事務 |国が直接執行すべきではあるが国民の利便性等の観点から、
法律・政令により地方公共団体が受託して行う事務。
例:園政遺書瞬、旅券の交付、国の指定統計、国道の管理

後瓦
フ目リ

団体事務ほか

健闘蚕任事務

従

{画が直接執行す誌 とほ るも邑
例:国立公園の管理等、信用箇閑組合のU可・機査・察務改嘗命令等

j事務自体が廃止される瓦ゐj
例:国民年金の印紙機認

あり

あり

一般原則と基本ルーjレを盤定

自治事揖 ・法定量庇・請

あり

砂
砂

怒し 砂
あり(但し、一部は対象外)砂

包括的な指簿監督 惨

県例制定植

地方.会の調査権

監査委員の権限

国の関与

地
方
分
権
に
必
要
な
こ
と
は
?

固
と
地
方
を
「
上
下

・
主
従
」
の
関
係
か
ら

「
対
等
・協
力
」
の
関
係
へ
l

。
行
政
の
あ
り
方

を
大
き
く
変
え
る
地
方
分
権
で
す
が
、
今
回
の

地
方
分
権

一
括
法
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
第

一

歩
。
地
方
分
権
は
、

二
十

一
世
紀
初
頭
に
か
け

て
の
継
続
的
な
課
題
な
の
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
今
回
の
法
改
正
は
レ
ー

ル
の
ポ
イ
ン
ト
切
り
答
え
に
似
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
時
は
あ
ま
り
変
化
会
蔵
川
じ
な
く
て

も
、
何
年
か
経
っ
た
と
き
、
私
た
ち
は
、
そ
れ
が

大
き
な
転
換
点
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
で

し
ょ
、
っ
。

地
方
分
権
を
よ
り
具
体
的
で
確
実
な
も
の
に

す
る
た
め
に
、
県
や
市
町
村
は
、
自
ら
行
財
政

改
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
主
性
・
自
立

性
を
十
分
発
障
し
て
い
く
た
め
、
職
員
の
政
策

形
成
能
力
の
向
上
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
住
民
の
側
に
も
変
化
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
地
方
分
権
と
は
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で

決
め
る
こ
と
が
で
き
る

一
方
で
、
そ
の
立
任
も

地
域
で
負
う
こ
と
で
す
か
ら
、
住
民
の
積
極
的

な
参
加
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
県

民
の
皆
さ
ん
自
身
が
、
積
極
的
に
地
域
づ
く
り

や
暮
ら
し
づ
く
り
に
参
画
す
る
怠
識
を
持
つ
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
結
果
に
責
任
を
持
つ
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
地
方
分
権
は
、
県

・
市
町

村
と
県
民
の
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
育
て
て

い
く
も
の
な
の
で
す
。

間
近
に
迫
っ
た
二
十

一
世
紀
を
新
た
な
地
方

の
時
代
と
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
方
分
権

県広報t"1うま 1999.9・7

括
法
の
内
容
は
?

今
回
成
立
し
た
地
方
分
権
括
法
で
は
、
地

方
自
治
に
関
連
す
る
四
百
七
十
五
の
法
律
が

一

挙
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

-

一国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
明
確
化

国
は
、
国
家
の
存
立
に
か
か
わ
る
仕
事
や
、
全

国
的
に
統

一
的
な
視
点
で
行
わ
れ
る
べ
き
仕
事

を
担
い
、
住
民
に
身
近
な
仕
事
は
、
地
方
自
治

体
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
ま
す
。

っ
と
機
関
委
任
事
務
制
度
の
版
止

機
関
委
任
事
務
が
廃
止
さ
れ
、
「
向
治
事
務
」
と

「
法
定
受
託
事
務
」
の
つ
に
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

機
関
委
任
事
務
制
度
と
は

知
事
や
市
町
村
長
を
国
の
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
、

国
の
指
揮
監
督
の
も
と
に
国
の
事
務
を
行
わ
せ
る
も

の
で
、
そ
の
数
は
県
の
事
務
の
七
割
か
ら
八
割
、
市

町
村
の
事
務
の
三
割
以
上
に
お
よ
び
ま
す
。
住
民
に

身
近
な
事
務
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
す
地
方
議
会
の

条
例
制
定
権
や
調
査
権
が
認
め
ら
れ
芯
い
芯
ど
、
中

央
集
権
型
シ
ス
テ
ム
の
象
徴
と
し
て
問
題
点
が
指
摘

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

3
-Vっ丘
町
仙
の
緩
和

地
方
自
治
体
に
特
定
の
機
関
や
職
員
を
必
ず
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
、
国
の
規
制
が
緩

和
さ
れ
ま
し
た
。

4
一権
限
委
譲
の
推
進

国
か
ら
県
、
県
か
ら
市
町
村
へ
、
権
限
の

一
部

が
移
り
ま
し
た
。

地
方
分
権
一
括
法
に
盛

n込
ま
れ
た
も
の
を
は
じ

め
と
し
て
、
最
近
で
は
少
し
す
っ
、
機
関
委
任
事
務

包
廃
止
、
必
置
規
制
の
緩
和
、
権
限
委
譲
京

rE'汀

わ
れ
、
住
民
に
身
近
砿
事
務
務
地
域
の
視
点
支
け
う

余
地
主
ぬ
い
か
つ
て
き
て
い
ま
す
。

-
選
挙
の
投
票
時
間
接
地
域
の
実
情
に
あ
わ
せ
て
変

更
す
4

盆
場
合
の
手
続
ヰ
ハ
示
、
承
認
制
な
り
届
出
制
に

変
わ
り
ま
し
作
句

-
幼
稚
園
介
裸
育
所
に
つ
い
て
の
機
関
委
任
事
務
が

廃
止
さ
れ
、
施
設
の
共
用
足
可
能
に
芯
豆
ま
し
た

-
公
民
館
の
館
長
に
つ
い
て
の
必
置
規
制
が
緩
和
さ

れ
、
他
の
職
員
に
辛
@
兼
任
丘
町
能
に
な
り
ま
し
に

.
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
の
補
助
条
件
が

緩
和
さ
れ
、
五
十
人
未
満
の
小
規
模
施
設
房
設
置
し

や
す
く
な
り
手
レ
に

圃
国
庫
補
助
対
象
資
産
の
有
効
活
用
、
が
認
め
b
れ
る

よ
う
に
芯
り
、
小
学
校
の
空
き
教
室
を
他
の
施
設

(
児
童
館
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
防
災
備
蓄
庫

弔
ζ
)

に
転
用
し
や
す
く
芯
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ク

ー
ル
パ
ス
を
日
中
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
と
し
て
利
用

で
キ
る
4
つ
に
な
り
ま
し
え

-
都
市
計
画
権
限
の
一
部

が
移
譲
さ
れ
、
市
町

村
が
決
定
権
を
持

つ
公
園
の
面
積
が
、

西
誌
未
満
」
か
ら

「十
況
未
満
」
に
拡

大
さ
れ
ま
し
作
九
。
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回国図圏 困

若
き
歌
人
の
思
い
が
息
づ
く
丘
に

時
を
超
え
て
万
葉
が
豊
か
に
香
る
。

回

歌
に
託
さ
れ
た
大
い
な
る
自
然
と
心
の
世
界
ヘ

。

ゅ~炉、 i
_;(式

ゆるやかな丘の上にある高岡市万葉歴史館。

屋上庭園からの眺望も美しし1。

とやま感動案内

おおとの

回廊には、『高耀る藤原京の大殿J(平山郁夫画)の陶板画

が飾うれている。壁画いっぱいに広がる美しい絵(~.観
る者を速い時代のロマンへ誘う。 力タ力ゴやツママなど、万葉集ゆかりの木や草花を配した「四季の庭」。

それぞれの槽吻のそばには、諒み込まれた歌が添えうれている。

高岡市

万葉歴史館

家持が越中で詠んだ歌を眼像聾置で

見せるメディアボックス.

自然を象徴的に表現した「四季のシンボル造形j。

映像と音で、万葉と自然の関わりを見せてくれる。

「万葉の風土と歌人」をテーマとした企画展示。都を離れ、各地に旅した万葉の歌人たちが、

その地の自然と風俗にふれて見いだした新しい境地などを紹介している。吉野や太宰府、

越中砿どの地と代表的歌人たちとの関わりは、じっくり読ませる深い内容を持っている。

J 

高岡市万葉歴史館

「万葉集Jとその時代を探求する専門施設。

奈良・飛鳥と並J3i万葉故地である高岡市

伏木の国庁跡近くに、市制 100年記念事

業として建設された。周囲には、越中国分

寺跡、越中国守館跡なども点在し、二上山

や小矢部川など、家持の歌に詠まれた自

然にふれることもできる。

開館時間 4月 1 日~ 1O月 31 日

午前9時~午後6時

11 月 1 日~3月 31 日

午前9時~午後5時
大人210円、小・中100円
毎週火曜日 (祝日の場合はその翌日)
宮 0766(44) 551 1 

、

当時の人々が時刻をどのように計っていたかを教えてく
ろうfく

れる「漏刻」の展示。大きな水時計と鍾による告知のし

くみが、音と動きで表現されている。

当時の食事の展示。食器は実際

に出土したもの。

学習講座やセミナーも開催されて

いる。

家持の生涯を描く「家持劇場」。晩年の家持の人形が、少年時代かう越中

での国守時代などを回想し、万葉集に託した思いを語る。人形、映像、照

明、音響芯どの演出で、わかりやすい解説となっている。

万葉集とその時代に関する資料-文献論文芯どの収集においては、全国で

も類のない施設。誰でも閲覧することができ、専門家も多く訪れる。す‘ら

りと並んだ論文からは、研究者たちの万葉への熱意が伝わってくるようだ。
万葉歴史館編集の出版物。新しい視

点で編集され、好評を得た。

料
日
せ

覧

館

合

観

休

問

-パスで 高岡駅から 「伏木循環」または 「古府循

環」に乗車、伏木一宮バス停下車
徒歩5分

.JR氷見線で 伏木駅下車徒歩20分

高岡市万葉歴史館オリジナルク、ツズをプレゼント

詳しくは13ページをご覧ください。
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多
く
の
歌
を
生
ん
だ
地
に
、

万
葉
へ
の
思
い
を
こ
め
て
。

高
岡
市
伏
木
。
遠
く
奈
良
時
代
に
、
越
中

の
国
庁
、が
置
か
れ
て
い
た
場
所
で
あ
る
。

七
四
六
(
天
平
十
八
)
年
、
万
葉
集
の
代
表

や
か
色
ち

的
歌
人
で
編
者
と
も
い
わ
れ
る
大
伴
家
持

が
国
守
と
し
て
、
こ
の
地
に
赴
任
。
都
に
戻

る
ま
で
の
五
年
問
、
越
中
の
自
然
や
人
々

に
ふ
れ
て
二
二

O
余
首
の
歌
を
詠
ん
だ
。

周
囲
の
人
々
の
歌
を
含
め
た
ゴ
二

O
余
首

は
『越
中
万
葉
』
と
呼
ば
れ
、
万
葉
集
全
二

O
巻
の
な
か
で
も
独
自
の
輝
き
を
放

っ
て

いず
Q

。

高
岡
市
万
葉
歴
史
館
は
、
こ
の
万
葉
ゆ
か

り
の
地
に
、
万
葉
集
と
そ
の
時
代
を
探
求

す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
。
ス
タ

ッ
フ
は

全
員
専
門
家
で、

膨
大
な
資
料
・文
献
が

収
集
さ
れ
、
調
査
・研
究
が
行
わ
れ
て
い

る
。
万
葉
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
、
九
七
回

か
ら
多
く
の
愛
好
家
が
訪
れ
、
研
究
者
も

足
を
運
ぶ

D

し
か
し
、
決
し
て
近
寄
り
が
た

い
雰
囲
気
で
は
な
い
。
夏
休
み
に
は
小
学

生
が
歌
に
つ
い
て
調
べ
に
来
る
と
い
う
。

歌
を
め
ぐ
る
世
界
を
、

音
、
立
体
で
表
現
。

映
像
、

一
階
は
、
万
葉
集
と
そ
の
時
代
に
つ
い
て

の
展
示
空
間
コ
常
設
展
示
で
は
、

「ふ
る
さ

と
の
万
葉
」
を
テ
l
マ
に
、
越
中
万
葉
と
家

持
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
メ
イ
ン
の

「家
持
劇
場
」
は
、
家
持
の
人
形
が
現
れ
、

白
ら
の
生
涯
を
回
想
す
る
と
い
う
ス
ト
l

リ
l
。
太
宰
府
で
の
少
年
時
代、

い
き
い

き
と
歌
を
詠
ん
だ
越
中
時
代
、
そ
し
て
晩

よ
ろ
ず
よ

年
の
権
力
争
い
の
な
か
で
の
失
意
。
「万
代

ま
で
伝
わ
る
こ
と
を
願
い
、
私
は
ご
の
歌

集
を
残
す
」
と
語
り
、
物
語
は
終
わ
る
。
人

形
に
よ
る
演
出
だ
が
、
家
持
と
い
う
歌
人

の
喜
び
と
哀
し
み
が
確
か
に
伝
わ
り
、
そ

の
思
い
の
壮
大
さ
に
、感
動
を
覚
え
る
。

企
画
展
示
で
は
、
よ
り
広
く
万
葉
集
の
世

界
を
紹
介
。
「万
葉
の
風
土
と
歌
人
」
を
テ

ー
マ
に
、
絵
や
資
料
を
多
用
し
た
グ
ラ
フ

ィ
ッ

ク
パ
ネ
ル
、
当
時
を
知
る
手
が
か
り

と
な
る
木
筒
、
古
い
写
本
な
ど
が
展
示
さ

れ
、
力
葉
研
究
の

一
端
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
c

い
に
し
え
の
人
々
の
思
い
が
、

歌
の
な
か
に
よ
み
が
え
る
。

館
内
や
庭
を
め
ぐ
る
と
、
多
く
の
歌
に
出

会
う
。
H
に
も
耳
に
も
、
歌
は
届
け
ら
れ
る
。

「玉
く
し
げ

一上
山
に
嶋
く
鳥
の
声
の
恋

し
き
時
は
来
に
け
り
」「
馬
並
め
て
い
ざ
打

し

ぷ

た

に

い

そ

み

ち
行
か
な
渋
第
の
清
き
磯
廻
に
寄
す
る
波

見
に
」
・:
D

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
歌
に
託
さ
れ
た
思
い
。

そ
れ
が
、

一
二

O
O
年
余
り
を
超
え
て
、

届
け
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の
人
々
の
手
で

書
き
写
さ
れ
、
伝
え
ら
れ
て
き
た
四
五

O

O
余
り
の
歌
。
そ
こ
に
は
、
確
か
に
生
き

て
い
た
人
々
の
思
い
が
息
づ
い
て
い
る
。

万
葉
と
は
、
私
た
ち
に
、
そ
し
て
こ
の
地

に
届
け
ら
れ
た
偉
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の

か
も
し
れ
な
い
c

10・ 県広報と世ま 1999.9
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バイオリン演奏で

施設の慰問を続ける高校生

松山加奈恵さん
(まつやまかなえ)

人物e7

afe「
自
分
が
で
き
る
こ
と
で
、
人
を
喜
ば
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
」
。

そ
ん
な
思
い
か
ら
、
す
っ
と
老
人
施
設
や
福
祉
施
設
で
の
演
奏
を
行
っ

て
い
る
高
校
生
が
い
る
。
昨
年
か
ら
は
、
外
に
出
る
と
と
の
少
な
い
障

害
者
の
人
た
ち
を
演
奏
会
に
招
待
し
よ
う
と
、
自
分
の
お
小
遣
い
を
た

め
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
聞
い
た
。
五
歳
の
時
か

う
習
っ
て
い
る
と
い
う
バ
イ
オ
リ
ン
。
そ
こ

か
う
生
ま
れ
る
澄
ん
だ
音
が
、
お
年
寄
り
ゃ

障
害
者
の
心
を
和
ま
せ
る
。
バ
イ
オ
リ
ン
も
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
、
す
で
に
彼
女
の
一
部
に

芯
っ
て
い
る
。

1982年生まれ
「なぜバイオリンを弾きたいと思、ったのか、覚えていないjという。バイオリンという
楽器の魅力、そして音楽の持つ力というものを、天性的に知っていたのだろうか。

入善町在住

呉羽高校2年生今年7月に入善コスモホールで聞いたコンサート。ピアノ伴奏は、クラス
メー卜の向井麻子さん。(北日本新聞社提供)

PROFILE 
5歳からバイオリンを始め、バイオリ二

ス卜の石井光子氏に師事。小学校6年生

の時からは、入善町の老人施設や障害者

福祉施設で慰問の演奏会を続けている。

ギ
コ
ギ
コ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

松
山
さ
ん
が
バ
イ
オ
リ
ン
を
習
う
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
五
歳
の
時
。
ピ
ア
ノ
の

教
室
を
開
く
母
親
に
「
ギ
コ
ギ
コ
し
た
い
」

と
突
然
言
っ
た
ら
し
い
。

「
小
さ
い
と
き
は
、
バ
イ
オ
リ
ン
の
こ
と
を

ギ
コ
ギ
コ
と
呼
ん
で
い
た
。
自
分
で
は
、

よ
く
覚
え
て
い
な
い
ん
で
す
け
ど
」
。

そ
ん
な
松
山
さ
ん
が
、
施
設
の
慰
問
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
小
学
校
六
年

生
の
夏
休
み
の
宿
題
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

課
題
の
ひ
と
つ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

あ
り
、
何
か
し
た
い
と
思
っ
た
と
い
う
。

で
も
、
何
を
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
言
葉
の
意
味
も
辞

書
で
調
べ
た
。
そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
、
『
自

ら
進
ん
で
行
う
人
」。

何
を
す
る
か
で
は
な

く
、
進
ん
で
す
れ
ば
い
い
の
だ
。
自
分
に
で

き
る
の
は
、
バ
イ
オ
リ
ン
。
祖
父
母
が
い
つ

紙
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
松

山
さ
ん
の
大
切
な
守
」物
だ
。

「「加
奈
恵
ち
ゃ
ん
」
っ
て
呼
ん
で
く
れ
て
、

お
友
だ
ち
み
た
い
に
な
っ
て
い
る
人
も
い

ま
す
」
。

そ
う
い
う
彼
女
か
ら
は
、
何
か
特
別
な

こ
と
を
し
て
い
る
と
い
う
印
象
は
な
い
。

「
喜
ん
で
く
れ
る
か
ら
」
。
そ
れ
だ
け
が
理

由
な
の
だ
。

と
ち
5
か
ら
行
く
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

コ
ン
サ
i
ト
に
招
待
し
よ
う
。

障
害
者
の
人
た
ち
は
、
ど
う
し
て
も
外

に
出
る
機
会
が
少
な
い
。
だ
か
ら
、
慰
問

に
行
く
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
ホ
ー
ル
で
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
い
て
、
み
な
さ
ん
を
招
待
し

よ
う
。
そ
う
思
っ
た
松
山
さ
ん
は
、
入
善

コ
ス
モ
ホ

l
ル
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
。

ホ
!
ル
の
使
用
料
は
、

一
年
間
か
け
て
た

め
た
お
小
遣
い
か
ら
出
し
た
と
い
う
。

今
年
も
第
二
回
を
開
催
。
新
川
む
つ
み

園
生
た
ち
な
ど
約

一
五

O
人
を
招
待
し
、

支
出
つ
み
」
や
「
わ
れ
は
海
の
子
」
な
ど
を
演

昨年と今年の夏には、入善コスモホール

に障害者を招いてコンサートを開催し

た。現在は、呉羽高校普通科音楽コースに

通い、音楽大学への進学をめざしている。

県広報と~* 1999.9・ 11

も
演
奏
を
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
思
い
、

老
人
施
設
へ
慰
問
に
行
く
こ
と
に
決
め
た
。

最
初
に
行
っ
た
の
は
、
入
善
町
に
あ
る

舟
見
寿
楽
苑
。
支
の
思
い
出
」
や
京
辺
の

歌
」
な
ど
、
季
節
に
合
わ
せ
て
選
ん
だ
数
曲

を
演
奏
し
た
。

「
み
な
さ
ん
、
と
て
も
喜
ん
で
く
だ
さ
っ

て
、
涙
ぐ
む
人
も
い
た
ん
で
す
。

よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
」
。

や
っ
て

「
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
ね
」

普
通
な
ら

一
回
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
、
松
山
さ
ん
に
は
始

ま
り
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
老
人
施
設

「
こ
ぶ
し
の
庭
」
や
知
的
障
害
者
施
設
「
新

川
む
つ
み
園
」
に
も
慰
問
に
行
く
よ
う
に

な
り
、
も
う
三
卜
回
近
く
続
け
て
い
る
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
あ

そ
び
に
き
て
く
だ
さ
い
」
と
書
か
れ
た
手

奏
し
た
。
観
客
の
反
応
は
、
ど
ん
な
コ
ン

サ
ー
ト
よ
り
ス
ト
レ
ー
ト
。
楽
し
い
時
は

本
当
に
楽
し
そ
う
に
、
音
楽
と

一
緒
に
体

を
動
か
し
て
リ
ズ
ム
を
と
る
。
表
情
で
、

全
身
で
、
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
を
表
現
し

て
く
れ
る
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
入
善
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

ほ
か
の
ま
ち
の
施
設
に
も
行
き
た
い
」
。

松
山
さ
ん
は
、
そ
う
語
る
。

E
7は、

。フ
ロ
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
に
な
る

こ
と
。
い
ろ
ん
な
場
所
で
演
奏
し
た
い
」
。

飾
ら
な
い
爽
や
か
な
笑
顔
が
、
バ
イ
オ

リ
ン
を
持
つ
と
張
り
つ
め
た
表
情
に
な
る
。

弦
が
響
き
始
め
る
と
、
そ
こ
に
は
も
う
あ

ど
け
な
い
高
校
生
の
顔
は
な
い
。

つ
フ
ロ
に
な
っ
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
続

け
た
い
ん
で
す
」
。

み
ん
な
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
自
分
の
喜

び
に
な
る
。
そ
ん
な
彼
女
の
バ
イ
オ
リ
ン

か
ら
生
ま
れ
る
音
色
は
、
も
っ
と
輝
き
を

増
し
て
、
ど
こ
ま
で
も
届
い
て
い
く
に
遠

L
な
L
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中
国
伝
統
医
学
の
話
題
の
中
で
よ
く
出
て
く
る
「
気
」
や
「
ツ
ボ
」
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
?

-
「気
」
と
は
、
内
臓
な
ど
体
の
内
部
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
指
し
、
中
国
で
は
古
く
か

ら
健
康
情つ
く
り
ゃ
病
気
の
治
療
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も

つ
冗
気
だ
」「
気
分

が
よ
い
」
な
ど
の
よ
う
に
、
心
身
と
も
に
健
康
な
状
態
を
表
す
も
の
と
し
て

「気
」
と
い
う

言
葉
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。

1
1
i
J

あ
っ
つ
う
て
ん

i
l
l
-
、

何

I
l
l
1
J

・

一
方、

「ツ
ボ
」
と

は

、

皮

膚

に

あ

る

圧

痛

点

(

押

す

摺

仰
'
ρ
川
山

剖目

n

y-
-

，

ia
n川
l
i
l
t

、

と
痛
み
を
感
じ
る
部
分
)
の
集
ま
り
の
こ
と
で
す
。
気

;

/

f

A

q

L

の
流
れ
の
道
す
じ
に
、
沿
っ
て

一
0
0
カ
所
以
上
存
在
す
く

L

/

る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
指
圧
や
マ

ッ
サ
ー
ジ
な
ど
で
刺
紅

一
元

;
v
¥
A
Y
¥

激
す
る
と
、
気
が
全
身
に
流
れ
や
す
く
な
る
と
い
わ
れ

J

4

〓
3

和
日

)
〉
三

。
刊
川

風

て
い
ま
す
。

¥

¥

/

可

/

・

例
え
ば
、
親
指
と
人
さ
し
指
の
付
け
根
の
奥
に
あ

1

る
「合
こ
く
」
を
、
骨
に
押
し
つ
け
る
よ
う
に
指
圧
す
る
と
胃
腸
の
疲
れ
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
手
の
ひ
ら
の
人
さ
し
指
と
中
指
の
間
に
あ
る

「労
宮
」
を
押
す
と
精
神
的
な
疲

労
に
、
首
の
後
ろ
を
縦
に
走
る
筋
肉
の
外
側
の
く
ぼ
み
に
あ
る

「胤
地
」
を
両
手
で
後
頭
部

を
包
む
よ
う
に
親
指
で
指
圧
す
る
と
目
の
疲
れ
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
同
際
伝
統
医
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
気
を
養
い
、
こ
れ
を
体
内
に
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
を
健

康
運
動
と
し
て
と
ら
え
、
最
新
の
医
工
学
機
器
を
使
っ
て
健
康
情つ
く
り
に
役
立
て
る
た
め

の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

一
度
、
と
や
ま
健
康
パ

l
ク
(
国
際
健

康
プ
ラ
ザ
)
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

-
問
合
せ
・
ご
意
見
は
、
と
や
ま
健
康
パ
ー
ク
ま
で

8
0
7
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ツポについて
編集部から

8月号で公共工事のコスト縮減につ

いて取り上げたところ、県広報とや

まもカラ一部分を少なくして経費を

縮減すべきだというご意見をいただ

きました。ただ、近年は印刷技術が向

上し、カラー印刷とモノクロ印刷の価

格差 がかなり縮小しています。県政情

報を分かりやすくお伝えするために

もカラー印刷は有効だと思います。

もちろん経費縮減の努力を怠ってい

るわけではありません。印刷方法や契

約方法など、表面に表れない部分で見

直しを行った結果、今年度の l部当た

り単価は、昨年度と比べて、通常版が

40%減、各世帯版が25%減と大幅に安

くなりました。とれからも、読みやす

さに配慮、しながら、効率的な広報誌づ

くりに努めていきます。

近代陶芸の巨匠河井寛次郎の世界
[9/4 (土) ~ 1017(木) ] 

家・河井寛次郎の初期から晩年に至る代表作

170点を展示し、その人と芸術を紹介します。

般 900円/高・大 650円/小・中 450円

富山県友好省県締結15周年記念

国画展
~ 18 (月)] 

県広報とやまの各世帯配布版(年3回

発行)は、新聞折込で各家庭にお届け

します。また、通常版(年 7回発行)は、

次の場所で無料配布するほか、郵送に

よる定期購読も受け付けています。

主な配布箇所

県庁、県刊行物センター(県民会館 1

階)、県の各施設、市町村役場、図書館、

文化ホール、公共温泉施設、富山市民プ

ラザ、いきいき KAN(富山駅前CIC
5階)、高岡駅観光案内所、 JR駅(一

部)、富山空港、東京事務所、大阪事務

所、名古屋事務所

歪JR小品駅

・県立大学

GS. 
.環焼科学

セノター

童
画
溝

:30-17:00 
⑮火曜・第4水曜・祝日の翌日
入館無料

こども 重富山

みうい館
亙小杉I.C 玄関山ランド

至高岡

FMとやま
毎週月曜~木曜 11:30-11:40
毎週土曜 11:30-11:55 

とやまの情報お伝えします! [9月の県政番組]※タイトルは、いずれも仮題です。

こんにちは富山県です北日本放送テレビ
毎週日曜 11:00-11:30

とやま県聞録

5日教急医療最前線

12日ふるさと探訪 (上市町)

19日交通安全

26日明るい子ども
このほか、県からのお知らせは、新聞広報や

インターネ ッ トでもお伝えしています。

・新聞広報「県か5のお知5せj

毎月第二 ・最終土曜日の、北日本・読売・富山・

北陸中日-朝日 ・毎日の各新聞朝刊に掲載

※掲載日は変更される場合があります。

圃富山県ホームページ

http:グwww.pref.toyama.jp/

とやま超発見 l 富山テレビ
フォーカス・イン2 毎週日緬 9:00-9:30

5日とやま健康パーク

12日ローカル列車で行こう

19日町おとし特集

26日とやまの民謡

定期購読の申込方法

郵便番号・住所 ・氏名 ・電話番号・購読

回数(通常版の回数)を明記し、郵送料

として 1回当たり 160円分の切手を

同封のうえお申し込みください。

※購読期間中lま、通常版，各世帯版の両方を郵

送しますが、郵送料の負担は通常版の分だけで

結構です。

あて先

〒930・8501(住所不要)富山県庁広報課

「県広報とやま」定期購読係

歪JA小杉駅

.県立大牢

GS・.環境科牢
センター

重富山

主判長IC 太岡山ランド

至高岡

1固太閤山ランド将棋まつり
[9/23 (祝)8 :30~ 17:00] 

ふれあい農園・収穫祭
[9/26 (日)9 目00~ 13 :00]
サツマイモ等の収種とバーベキュー。
大人 1，000円/小学生以下 500円

歩こう会
(日) 9 ・ 00~ 1 6 : 00 ]

日

99公募:日本海美術展
[9パ1(土)~ 10/24 (日 ) 】
日本海沿岸地域の作家による公募展。
一般 700円/高・大 500円/小・中350円

日本美術の動勢
インダストリアル・デザインの新風景

[10/30 (士)~ 12/ 12 (日)] 
一般 900円/高・大 650円/小・中450円

0-17:00 
月曜(10/11は開館)・祝日の翌日

設展示観覧料
般 200円高・大 160円小・中 100円

フィールドウォッチング

ケ原とカルデラ展望
19 (日)8 :50~ 16:00]要申込

(中学生以上)2，500円/小学生 1，500円
ぎよくてきttき

「立山に産する玉滴石J
ーオjて-)レの世界一

19/26 (臼)まで]

:30-17:00 
月曜(10/11は開館)・祝日の翌日

般 400円高・大 320円小・中 200円
※企画展のみ観覧の場合は無料

別企画展「立山に奇草を求めてJ
10/2 (土)~ 11 /3 (祝) ]

代の博物学“家量挙・ と立山とのつな

します。
100円/高・大 80円/小・中50円

演会を予定しています。
0/3(日)14 : 00~ 16:00]※入場無料

(日本医史学会評議員)

一江戸期本軍家の立山来訪ー」

(立山町コース)
~24 (金) ]

での飛沫浴、森林浴、温泉浴と健康

での体力づくりのセット企画 |ι・
富山
宣車

17:00 
月曜(10パ1は開館)・祝日の翌日

650円 高・大 400円小・中 250円

マのための健康づくり教室
1.3.5水曜 10 : 20~ 11 :50] 

リムな体型に戻るためのエアロピクス
，200円(入館料込)※託児あり (無料)

曜(10/11は開館)・10パ2
スタジアム10:00-22:00(日・祝は19・00まで)

日1，800円/2時間半 1，500円/1時間 1，000円

6月号プレゼン卜当選者

目立山博物館オリジナルTシャツ

山本知香子さん(富山市)、 五十嵐由美子さん

(富山市)、竹原さゆりさん (富山市)、滝田貞秀

さん (高岡市)、木林三千代さん (魚津市)

チューリップテレビ
第4日曜 10:00-10:52 

富山見たモン勝ち

26日散居村の魅力

県広報と特ま 1999.9・ 13

火曜・祝日の翌日

E応募方法

ハガキに、クイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、職業と、

本誌の感想・入手方法を記載。

あて先/ 干930・8501(住所不要)

富山県庁広報課「県広報とやま 9月号」クイズ係

締切/10月4日 (消印有効)

正解者の中から5名の方に、 9.10ページで紹介した高岡市万葉

歴史館のオリジナルテレホン力一ドと便筆をプレゼントします。

400mL献血とともに医療の安全性を高めるために有効

で、凹接分画製剤の圏内自給の近道でもある献血方法の

名称は、何でしょうか。

roo献 血 」 とお答えくだ古い。

→答えは特集を読めばわかります。

ご応募お待ちしています。

10月号(通常版)は 10月上旬に発行予定です。

自然観察会「木の実で遊ぼうJ
[9/12(日)9 : 30~ 11 : 30 ] 要申込
書参加無料

自然観察会「里山のキノコ狩り」
[10/10(祝)9:00-12:00]要申込

参加無料(キノコ汁(;1:200円)

ねいの里のキノコ写真展
[9パ 6 (木)~ 1 0/24(日)]
ねいの里で見られるキノコを写真で紹介します。

-17:00 
丈曜(9/23は開園)・祝日の翌日

般 300円小・中 150円 (通常の半額)

は9:30-17:00
月曜(10/11は開館)・祝日の翌日

般 400円小・中 200円

.附K

O 

L晶錦・市師
糞術館

事tJlI
O

.市立 内

図書館 滅量 刑

公園
重富凶I.C

開館35周年記念

トリー美術館所蔵

やきもの名晶展
(金)-10/17(日)]

ントリー美術館の陶磁器コレクショ ンの中
う、告時代の優品約100点在展示します。

700円/高・大 550円/小・中 350円
いちょ う

回一陽展富山展
2 (金)~ 1117 (日) ]

-大 400円/小・中250円

14 ・ 県広報t~ま 1999.9



澗
日
耕
作
古
川
市

遠
く
近
く
、
ひ
び
き
あ
う

ふ
る
さ
と
の
音
色
。

Vol.16 
工ンナ力の水音とおわら風の盆

・八尾町

格
子
が
連
な
り
、
土
蔵
や
板
塀
が
点
在
す
る
坂

の
町
八
尾
。
時
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
懐
か
し

い
町
並
み
を
、
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
:
:
:
と、

涼
や
か
な
水
音
が
駆
け
下
り
る
。

家
々
の
前
を
走
る
水
路
、
こ
れ
を
町
の
人
々
は

「エ
ン
ナ
カ
」
と
呼
ぶ
。
町
の
全
域
存
流
れ
る
全
長

約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
八
尾
常
水
路
で
あ
る
。

山
々
存
背
に
す
る
こ
の
町
に
は
、
時
に
熱
く
乾
い

た
風
が
吹
く
。
む
か
し
か
ら
人
々
は
こ
の
風
に
悩

ま
さ
れ
、
火
災
の
対
策
に
心
を
砕
い
て
き
た
。
エ

ン
ナ
カ
は
、
明
治
三
十

一
年
、
町
の
西
側
に
あ
る

の
づ
み
が

わ

野
積
川
か
ら
水
流
を
分
け
て
通
し
た
、
流
れ
る

防
火
用
水
で
あ
る
。

水
量
の
豊
か
さ
と
流
れ
の
速
さ
。
そ
れ
が
、
エ
ン

ナ
カ
な
ら
で
は
の
軽
や
か
な
水
音
を
つ
く
り
だ
す
。

ま
た
、

清
ら
か
な
水
は
、
生
活
と
深
く
関
わ
り
、

か
つ
て
は
格
子
戸
存
洗
う
風
景
も
見
ら
れ
た
。
い

ま
も
冬
に
は
流
雪
溝
と
し
て
利
用
さ
れ
、
下
の
町

か
ら
順
に
流
し
て
い
く

「
エ
ン
ナ
カ
の
雪
流
し
」

が
行
わ
れ
て
い
る
。

今
年
も
八
尾
の
町
に
風
の
盆
が
巡
っ
て
き
た
。
九

月

一
日
か
ら
三
日
間
、
町
を
埋
め
つ
く
し
た
の

は
、
哀
調
を
帯
び
た
お
わ
ら
の
音
色
と
人
々
の

ざ
わ
め
き
。
路
地
裏
に
も
興
奮
が
満
ち
、
多
く

の
人
々
が
情
緒
に
酔

っ
た
。

そ
し
て
、
再
び
坂
の
町
に
静
寂
が
一戻
る
。
余
韻
が

ま
だ
残
る
明
け
方
の
町
並
み
に
、
エ
ン
ナ
カ
の

水
音
が
聞
こ
え
始
め
る
。
日
常
と
非
日
常
と
。

八
尾
に
は
つ
の
風
情
の
音
が
ひ
び
い
て
い
る
。

※
県
で
は
昨
年
、
未
来
に
伝
え
た
い
、
残
し
た
い
、
県
内
五
十

箇
所
の
「
と
や
ま
の
音
風
景
」
を
認
定
し
ま
し
た
。
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